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(1)紘,大ぎっばには activatoru が増えれば inhivitorv も増え,今度は
inhivitoI･の増加が抑制となって u が減少するという振舞いを示す｡ この方程式の使
われている代表的な例として;D=γ=0の時､神経細胞のパルス伝達に対する FitzH


































図1の様にj番目の ドメインの右 (左)の境界の位置をⅩ了 十) (Ⅹ十 ･')とする;
Xi(土) = 2dj ± ⅩC + Ei'土) .
2dは定常解の周期､2Ⅹaは興奮 ドメインの幅であり､ E了±)がずれを表すO系の大き










聖 鈷 sexp(_iq2d(j-mH l.γ十q三)S)vet.,(t_S))
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